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岡崎市の人口

　昭和r>()年12)1 1 日i址ぞ＼:、住民秘本（

台帳と外田人ひ録Allによる　　　
）

男
女

　計

世帯数

IK), 297人

]19 .1(3人

235.400人

68.893川丿帯

　wn＼比

175 人増

184 人川

3r)9人川

　56世帯川
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市
民
の
み
な
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
の
輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
岡
崎
市
民
の

み
な
さ
ま
の
御
清
福
と
御
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
き
ま

し
て
は
、
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い

御
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
の
市
長
選
で
市
民
の
み
な
さ
ま

の
御
信
任
を
い
た
だ
い
て
以
来
、
は

じ
め
て
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
就
任
以
来
提
唱
し
て
ま

い
り
ま
し
た
対
話
と
信
頼
、
合
意
と

参
加
の
市
政
を
積
極
的
に
推
し
進
め

　
「
緑
と
太
陽
と
清
流
の
福
祉
文
化
都

市
」
を
都
市
目
標
に
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

市
議
会
は
じ
め
、
市
民
各
位
の
深
い

御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り
、
目
標
に

向
か
っ
て
耕
実
に
進
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
　
　
長

由
哨

　
昨
年
は
、
永
年
に
わ
た
り
懸
案
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
教
育
大
跡
地
で

の
分
子
科
学
研
究
所
の
開
設
。
県
立

岡
崎
束
高
校
の
開
校
、
市
庁
舎
周
辺

の
整
備
、
都
市
再
開
発
事
業
、
区
画

整
理
事
業
等
の
都
市
基
盤
の
整
伽
、

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
老
人
い
こ
い

の
家
の
建
設
、
町
集
会
場
施
設
の
９

備
、
ふ
る
さ
と
運
動
の
推
進
等
、
数

々
の
問
題
も
順
次
解
決
し
て
き
て
お

り
、
か
ね
て
よ
り
私
が
重
点
施
策
と

し
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
社
会

福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化
の
振
興
、

生
活
環
境
の
整
備
も
、
一
段
と
前
進

し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
喜
び
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
岡
崎
市
は
、
歴
史
と
伝
統
に
恵
ま

れ
、
産
業
、
文
化
、
自
然
の
調
和
し

た
誇
り
多
い
都
市
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
は
、
大
正
五
年
七
月

一
日
に
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
六
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
全

て
の
而
で
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
年
で

あ
り
ま
す
。

亀

　
七
月
一
日
の
市
制
記
念
日
に
は
、

市
民
待
望
の
体
育
館
も
六
名
町
に
竣

工
の
予
定
で
あ
り
、
先
輩
市
民
の
偉

業
を
た
た
え
、
数
々
の
記
念
事
業
、

記
念
行
事
を
計
画
し
、
四
季
を
通
し

て
施
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
　
わ
が
国
の
長
期
に
わ
た
る
高
度
な

経
済
成
長
は
、
公
害
問
題
、
交
通
問

題
、
環
境
破
壌
等
多
く
の
都
市
問
題

を
生
じ
、
咋
年
よ
り
続
い
て
お
り
ま

す
不
況
の
波
は
、
全
国
的
に
沈
滞
ム

ー
ド
を
つ
く
り
、
景
気
の
回
復
に
は
、

ま
だ
ま
だ
長
い
期
間
が
必
要
の
よ
う

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
。
都
市
に
お
け
る
人

間
性
や
ふ
る
さ
と
意
識
の
低
下
が
憂

慮
さ
れ
て
お
り
、
市
民
意
識
の
多
様

化
、
権
利
意
識
の
高
ま
り
は
ま
す
ま

す
商
皮
な
都
市
行
政
を
要
求
し
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
に
お
い
て
も
。
昨
年
以
上
の

財
政
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
私
は
、

長
期
的
な
ピ
ジ
ョ
ン
に
立
脚
し
た
部

市
行
政
を
展
開
し
、
新
総
合
計
画
の

策
定
、
水
資
源
対
策
の
推
進
、
流
域

下
水
道
及
び
都
市
下
水
道
の
盤
備
促

進
、
乙
川
河
川
公
園
（
リ
バ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
）
の
整
備
、
国
道
一
廿
線

の
交
通
公
害
対
策
の
充
実
、
幹
線
道

路
の
整
備
、
区
画
整
理
事
業
の
推
進

に
よ
る
都
市
基
盤
の
整
備
、
医
療
体

制
の
確
立
、
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
の
施
設
の
充
実
等
広
範
囲
に
わ

た
り
債
極
的
に
取
り
組
み
、
西
三
河

の
中
核
都
市
と
し
て
の
基
盤
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
人
間
尊
重
と

市
民
生
活
優
先
を
基
本
に
、
住
み
よ

い
快
適
な
市
民
都
市
、
愛
情
豊
か
な

ふ
る
さ
と
岡
崎
市
の
創
造
に
全
力
を

尽
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
市
制
施
行
六
十
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
。
輝
か
し
い
歴
史
を
回
顧
し
、

郷
土
「
岡
崎
」
の
建
設
の
た
め
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
か
本
年
も
、
市
民
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
も
一
層
の
御
支
援
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

　
ウ
ッ
デ
バ
ー
ラ
市
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

親
愛
な
る
岡
崎
市
民
の
皆
さ
ん

一
九
七
六
年
が
健
康
と
幸
運
に
恵
ま

れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
折
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
年
は
流
れ
岡
崎
と
ウ
ッ
デ
バ
上
フ
が

姉
妹
都
市
の
契
り
を
結
ん
で
七
年
も

の
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。
私
た
ち
が

よ
り
良
い
幸
せ
と
平
和
に
満
ち
た
未

｜

　
ア
イ
ナ
ー
　
タ
ー
ル

米
を
姓
設
し
て
行
こ
う
と
す
る
時
、

最
も
必
要
と
す
る
の
は
真
心
の
こ
も

っ
た
姿
勢
と
確
固
た
る
信
念
で
す
。

私
た
ち
は
、
さ
ら
に
手
に
手
を
取
っ

て
友
情
を
深
め
、
よ
り
一
屑
平
和
へ

の
努
力
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ウ
ッ
デ
バ
ー
ラ
市
民
を
代
表
し
て

岡
崎
の
皆
様
の
御
多
幸
と
繁
栄
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
輝
か
し
い
昭
和
五
十
一
年
の
新
春

を
迎
え
、
心
か
ら
ご
祝
福
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
れ
ば
、
世
界
的
な
イ
ン

フ
レ
と
不
況
の
長
期
化
で
、
わ
が
国

の
経
済
も
混
迷
の
一
途
を
た
ど
り
、

政
府
は
四
次
に
わ
た
り
不
況
対
策
を

テ
コ
に
景
気
浮
拗
を
図
り
ま
し
た
が
、

企
業
の
不
振
が
景
気
の
回
復
を
鈍
化

さ
せ
て
お
り
、
中
小
企
業
の
倒
産
は

戦
後
最
高
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
活
動
の

沈
滞
は
税
収
の
減
少
を
き
た
し
、
地

方
自
治
体
の
財
政
硬
直
化
は
戦
後
最

大
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
高
度
成

長
下
で
の
大
幅
な
税
の
白
‥
然
増
収
で

支
え
ら
れ
て
き
た
地
方
財
政
も
厳
し

い
試
練
に
対
処
す
る
べ
き
正
念
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
危
機
の
一
方
で
、

地
城
住
民
の
要
求
が
多
様
化
し
、
か

つ
増
大
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
今
一
度
問
い
な
お
す
と

き
が
き
た
と
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

公
共
企
業
体
の
ス
ト
権
問
題
で
暮

年
　
頭

祝●

辞

議
長
萩
原
　
智

れ
た
五
十
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

選
挙
二
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
の

議
会
政
治
に
対
す
る
信
頼
を
と
ど
め

得
た
こ
と
は
、
大
き
く
評
価
し
て
よ

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
。
今
年
は
岡
崎
市
制
六
十
周

年
の
意
義
深
い
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
「
絲
と
太
陽
と
清
流
の
陥
祉
文
化
都

市
」
を
都
市
目
標
に
掲
げ
、
着
々
と

そ
の
実
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
。

六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

市
民
憑
章
の
制
定
、
体
育
館
・
少
年

自
然
の
家
の
姓
設
等
々
計
画
さ
れ
て

お
り
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
人
間
性

に
立
脚
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
つ

と
め
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
た
い
と

存
ず
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
岡
崎
市
が
昇
り
竜
の
ご
と
く
躍
進

す
る
た
め
に
各
位
の
ま
す
ま
す
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

貴
家
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
岡
崎
市
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
希
望
に
輝
く
昭
和
五
十
一
年
、
親

善
都
市
と
し
て
結
ば
れ
る
両
部
市
に

と
っ
て
、
と
も
ど
も
に
市
制
六
十
周

年
の
睨
福
す
べ
き
年
で
あ
り
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
国
鉄
岡
崎
・
福
山
の
両

駅
が
姉
妹
駅
と
な
り
、
同
名
の
城
北

中
学
校
の
交
流
な
ど
も
始
ま
り
ま
し

　
輝
か
し
い
昭
和
五
十
一
年
の
新
春

を
寿
ぎ
岡
崎
市
民
の
皆
様
へ
謹
ん
で

御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
極
度
な
不
況
と
イ
ン
フ

レ
の
中
で
多
様
化
す
る
住
民
の
要
求

に
対
応
し
て
、
産
業
基
盤
の
整
備
を

促
進
し
、
離
島
住
民
の
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま

｜

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
福
山
市
長
　
立
石

た
。
両
巾
を
結
ぶ
友
情
と
親
善
が
着

実
に
深
ま
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
御

同
慶
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一

屑
市
民
の
交
流
、
交
献
が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
歴
史
の
出
発
点
に
あ
る
今

日
、
政
市
に
お
か
れ
て
は
「
緑
と
太

陽
の
か
が
や
く
福
祉
文
化
都
市
」
を

目
標
に
着
々
と
前
進
を
つ
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し

定
夫

ま
す
。

　
巾
民
福
吐
の
向
上
を
め
ざ
し
、
相

携
え
て
現
下
の
都
市
課
題
に
力
強
く

取
り
組
み
、
明
る
く
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
年
頭
に
も
た
り
、
貴
巾
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
と
市
民
各
位
の
御
多
幸

を
お
祈
り
巾
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
Ｉ
市
長
内
原

い
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
地
方
財
政
状
況
も
尚
一

屑
厳
し
く
な
る
も
の
と
お
も
い
ま
す

が
、
長
期
展
望
に
立
っ
て
施
策
の
推

進
に
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
貴
市
と
の
親
善
都
市
連
携
以
来
あ

ら
ゆ
る
而
で
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
、

英

郎

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
自
然
と
調
和
し
た
明
る
い
豊
か
な

柵
祉
、
文
化
都
市
の
建
設
を
め
ざ
す
。

貴
市
の
限
り
な
い
発
展
と
市
民
の
皆

様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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岡
崎
市
選
挙
管
理
委
員
会
Ｌ

　
。
明
る
い
選
挙
″
パ
ズ
ル
を
募
集
し
ま
す
、
お
正
‐
■
>
の
こ
た
つ
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
、
家
族
で
知
心
を
し
ぽ

っ
て
、
ぜ
ひ
回
答
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
あ
応
募
規
定
Ｗ

ｃ
用
紙
＝
官
製
は
が
き
一
人
一
枚

ｃ
回
答
の
書
き
方
―
左
図
の
と
お
り

（
…
）
締
め
切
り
＝
一
月
三
十
一
日

ｃ
あ
て
先
ｉ
岡
崎
市
十
王
町
二
丁
目

　
九
、
岡
崎
市
選
挙
竹
理
委
貝
会

＠
賞
＝
正
解
者
二
十
名
に
記
念
品

　
（
正
解
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん
で

　
決
定
し
ま
す
）

（
…
）
発
表
＝
市
政
だ
よ
り
三
月
一
日
号

（
…
）
そ
の
他
―
は
が
き
の
表
面
に
住
所

　
・
氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●回答の書き方●

例

⑧⑥⑤③①⑤⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑤④③②

・

パ

ズ

ル

の
カ
ギ
　
Ｗ

　
貝
の
一
種

　
歯
医
者
さ
ん

　
い
そ
が
し
く
な
い
と
き

　
季
節
の
ひ
と
つ

　
パ
パ
と
マ
マ
は
投
票
所
へ
、
ぼ

く
は
お
家
で
…

　
海
で
も
川
で
も
池
で
も
で
き
る

　
顔
に
つ
い
て
い
る

　
国
会
の
一
院

　
批
の
反
対

　
航
海
の
Ｏ
Ｏ
を
祈
る

　
御
飯
の
こ
と

　
ま
っ
く
ら
な
夜

⑩⑩⑩⑩⑩③⑨⑦

土
地
が
傾
斜
し
て
い
る
と
こ
ろ

あ
ね
・
い
も
う
と

法
律
に
そ
む
く
こ
と

み
ど
り
色
の
宝
石
―

議
貝
さ
ん
の
胸
に
は
・
：

大
勢
の
人
が
乗
れ
ま
す

竹
生
ま
つ
り
に
あ
が
る

鶴
は
千
年
、
亀
は
○
年

国
を
治
め
る
こ
と

岡
崎
公
園
に
咲
く
花

骨
折
し
た
人
な
ど
が
は
め
て
い
る

タ
マ
ゴ
の
ま
ん
な
か

●パズルの問題●
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市政だより　お　か　ざ　き日
１

月
１

昭和51年

　畢　文化財(44)

岡崎市の植物Ｘ

天然記念物と
巨樹名木その２

　
〇
イ
ヌ
マ
キ
　
マ
キ
科

　
方
言
で
ホ
ソ
バ
と
称
す
る
本
種
は

社
寺
に
自
生
多
く
、
生
垣
等
に
も
使

わ
れ
る
。
本
宿
町
「
法
蔵
寺
の
イ
ヌ

マ
キ
」
は
行
基
の
開
山
植
と
伝
え
ら

れ
る
ほ
ど
古
い
も
の
で
、
胸
高
囲
二

・
四
五
メ
ー
ト
ル
、
根
囲
四
・
七
メ

ー
ト
ル
、
樹
高
十
四
メ
ー
ト
ル
を
算

し
樹
形
も
優
美
な
の
で
天
然
記
念
物

と
な
っ
た
。
（
市
指
定
昭
和
五
十
年

三
月
二
十
六
日
）
。
な
お
、
鉢
地
町

菩
提
院
に
も
胸
高
囲
二
・
八
メ
ー
ト

ル
、
樹
高
十
七
メ
ー
ト
ル
の
巨
樹
が

あ
る
が
他
の
樹
に
隠
れ
て
目
立
た
な
い
。

　
〇
イ
チ
ョ
ウ
　
イ
チ
ョ
ウ
科

　
生
育
が
速
い
う
え
、
樹
齢
が
永
く

丈
夫
な
樹
な
の
で
全
国
的
に
巨
樹
が

多
い
。
市
内
に
も
束
本
郷
町
飛
鳥
神

社
（
胸
高
囲
三
・
二
五
メ
ー
ト
ル
、

根
囲
五
メ
ー
ト
ル
。
樹
高
二
十
メ
ー

ト
ル
）
、
船
越
町
願
照
寺
（
胸
商
囲

三
・
九
メ
ー
ト
ル
、
根
囲
五
・
八
メ

一
　
Ｉ
ト
ル
、
樹
高
十
九
メ
ー
ト
ル
）
．

一
　
下
青
野
町
慈
光
寺
（
胸
高
囲
三
・
五

　
　
○
メ
ー
ト
ル
、
根
囲
四
・
三
メ
ー
ト

ル
、
樹
高
十
八
・
五
メ

ー
ト
ル
、
鐘
乳
体
多
し
）

上
佐
々
木
町
上
宮
寺
（

胸
高
囲
三
・
七
メ
ー
ト

ル
、
根
囲
五
・
三
メ
ー

ト
ル
、
樹
高
十
ヒ
メ
ー

ト
ル
）
等
多
く
の
巨
樹

が
知
ら
れ
る
が
、
中
島

町
の
「
浄
光
寺
の
イ
チ

ョ
ウ
」
は
本
市
内
で
は

最
大
で
あ
り
、
樹
形
樹

才
栗
町
の
イ
チ
イ
ガ
シ
は
カ
シ
と
し
て
は
県
下
最
大

勢
と
も
す
ぐ
れ
る
の
で
、
最
近
市
指

定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
た
。
（
市

指
定
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
六
日
）

胸
高
囲
三
・
九
五
メ
ー
ト
ル
、
根
囲

六
・
六
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
二
十
七
メ

ー
ト
ル
の
雌
株
で
あ
る
。

　
Ｏ
シ
　
　
イ
　
　
ブ
ナ
科

　
椎
に
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
（
コ
ジ
イ
）

ス
ダ
ジ
イ
（
イ
タ
ジ
イ
）
の
二
種
が

あ
る
が
、
本
市
の
も
の
は
大
部
分
前

者
で
、
果
実
は
ピ
ス
ト
ル
の
弾
丸
の

よ
う
に
円
く
て
小
さ
く
。
樹
肌
は
あ

ま
り
縦
に
割
れ
な
い
。
天
然
記
念
物

と
し
て
は
鴨
田
町
の
「
大
樹
寺
の
椎
」

が
あ
り
由
緒
深
い
老
樹
で
あ
る
。
主

幹
は
ほ
と
ん
ど
腐
朽
し
て
い
る
が
、

眼
元
か
ら
九
本
の
枝
幹
が
族
生
し
て

い
る
。
胸
高
囲
は
八
メ
ー
ト
ル
。
樹

高
十
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
（
市
指

定
昭
和
三
十
八
年
五
月
八
口
）

　
な
お
、
ス
ダ
ジ
イ
の
巨
樹
は
、
宇

頭
町
和
志
山
に
あ
り
胸
高
囲
四
・
一

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
十
五
メ
ー
ト
ル
に

達
し
樹
皮
は
深
く
縦
に
裂
け
、
果
実

樹
木
の
は
な
し
匈

　
元
禄
六
年
江
戸
の
町
に
「
そ
ろ
り

こ
ろ
り
」
と
い
う
疫
病
が
流
行
し
、

そ
の
た
め
死
亡
者
が
多
出
し
た
た
め
、

公
儀
は
大
変
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。

折
か
ら
、
誰
言
う
と
な
く
「
こ
の
悪

疫
を
防
ぐ
に
は
、
ナ
ン
テ
ン
の
実
と

梅
干
と
を
煎
じ
て
服
用
す
れ
ば
特
効

あ
り
」
と
い
う
う
わ
さ
か
流
れ
た
の
で
、

た
ち
ま
ち
に
し
て
ナ
ン
テ
ン
の
実
と

悔
干
は
幾
十
倍
の
価
格
に
暴
騰
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
つ
い
に
時
の
町
奉

行
の
お
で
ま
し
と
な
り
、
か
か
る
あ

と
か
た
な
き
流
言
を
な
す
者
は
厳
削

に
処
す
と
定
め
、
神
山
填
旧
町
八
町

屋
惣
右
門
、
浪
人
筑
紫
団
右
術
門
を

逮
捕
し
て
一
件
落
着
と
な
り
ま
し
た
。

　
め
ぎ
科
、
な
ん
て
ん
属
、
な
ん
て

は
小
銃
弾
の
よ
う
に
細
長
い
。

　
〇
イ
チ
イ
ガ
シ
　
ブ
ナ
科

　
市
内
に
最
も
多
い
カ
シ
は
ア
ラ
カ

シ
で
次
い
で
シ
ラ
カ
シ
、
ツ
ク
バ
ネ

ガ
シ
、
ア
カ
ガ
シ
と
な
り
、
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
と
本
腫
が
址
も
ま
れ
で
あ
る
。

最
も
温
暖
の
地
を
好
む
カ
シ
で
県
下

の
分
布
も
ま
れ
で
、
市
内
で
は
才
栗
、

紡
巣
・
須
淵
の
各
町
に
の
み
自
生
が

知
ら
れ
る
。
才
栗
町
「
白
髭
神
社
の

イ
チ
イ
ガ
シ
」
は
胸
高
囲
五
・
五
メ

ー
ト
ル
、
根
囲
十
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、

ん
。
な
ん
て
ん
は
縁
起
木
で
あ
り
、

献
歳
植
物
で
あ
る
の
で
、
家
や
船
の

中
に
飾
っ
て
新
し
い
歳
を
祝
っ
て
お

り
ま
す
。
又
、
難
転
と
い
う
宛
字
と

ナ
ル
テ
ン
即
ち
万
事
成
就
す
る
と
い

う
俗
説
か
ら
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

な
ん
て
ん
の
実
に
は
事
実
薬
効
が
あ

り
、
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
一
種
ナ
ン
テ

テ
ノ
を
含
み
、
苦
味
が
あ
り
漢
方
で

は
、
せ
き
、
ぜ
ん
そ
く
、
百
日
ぜ
き

の
薬
と
し
て
煎
用
し
ま
す
。
洒
酔
を

さ
ま
す
に
は
青
葉
の
も
み
汁
を
用
い
、

米
麦
の
貯
蔵
中
の
防
虫
法
と
し
て
こ

の
枝
葉
を
挿
人
し
て
截
く
と
効
果
が

あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
増
殖
は
極
め
て
簡
単
で
あ
り
、
三

月
上
旬
に
取
り
ま
き
す
れ
ば
二
十
日

樹
高
十
八
メ
ー
ト
ル
に
及
び
県
下
に

も
他
に
例
を
見
な
い
巨
木
で
あ
る
。

樹
形
も
良
く
樹
勢
も
旺
盛
で
市
指
定

の
天
然
記
念
物
で
あ
る
が
、
将
来
は

県
指
定
の
価
値
を
十
分
に
有
す
る
。

（
市
指
定
昭
和
四
十
七
年
七
月
五
日
）

　
　
自
然
!
？
境
保
全
市
議
会
専
門
＊
≪
:

（
い
い
Ｊ
に

文
化
財
保
４
審
議
会
委
【

愛
知
県
立
岡
崎
高
等
学
枚
教
一

諭貝μ

心

筆
者
　
大
原
準
之
助
氏

な
　
ん
　
て
　
ん

位
で
発
芽
し
ま
す
し
、
大
株
の
も
の

は
根
元
か
ら
で
て
い
る
小
幹
が
二
十

セ
ン
チ
以
上
の
も
の
は
い
つ
で
も
切

り
離
し
て
別
に
肥
培
す
れ
ば
三
年
目

位
に
開
花
し
ま
す
。
接
木
は
三
月
中

旬
、
挿
木
は
二
月
中
に
行
え
ば
根
づ

き
ま
す
。
と
り
ま
き
す
る
場
合
は
必

ず
果
肉
を
き
れ
い
に
と
っ
て
、
水
洗

い
し
て
か
ら
ま
い
て
く
だ
さ
い
。
な

ん
て
ん
が
結
実
し
な
い
と
い
う
話
を

時
々
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
、

①
排
水
を
よ
く
す
る
　
②
石
灰
分
の

保
給
　
③
古
幹
の
選
伐
　
④
断
根

⑤
燐
酸
分
の
保
給
　
⑥
花
時
に
枝
を

動
か
す
等
の
対
策
を
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
緑
化
セ
ン
タ
ー
）



６－-

昭和51年成人式
-

一
ト
昨
年
の
成
人
式
か
ら

l
_
.
.
.
-
.
.
－
―
‐
1
1
1
1
1
‐
１
‐
‐
‐
１
１
１
‐
‘

成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
　
　
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
四
月

　
成
人
を
祝
い
、
独
立
し
た
人
格
者

と
し
て
の
自
党
を
促
す
成
人
の
日
の

趣
旨
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
一
月
十
五
日

場
所
　
岡
崎
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

受
け
付
け
　
午
前
九
時
三
十
分
～
十

　
時
式
典
　
午
前
十
時
～
十
時
三
十
分

記
念
行
事
　
午
前
十
時
四
十
分
１

　
十
一
時
三
十
分
（
影
法
帥
、
岡
崎
グ
ラ

　
ン
ド
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ヶ
ス
ト
ラ
演
奏
）

参
加
で
き
る
か
た
　
昭
和
三
十
年
四

　
一
日
ま
で
の
出
生
者
で
、
一
川
ト

　
五
口
現
在
岡
崎
市
内
に
居
住
し
て

　
い
る
日
本
国
民

参
加
す
る
に
は
　
当
日
会
場
へ
成
人

　
式
案
内
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
案
内
状
は
。
昭
和
五
十
年
十
二
月

　
一
日
現
在
で
住
民
登
録
さ
れ
て
い

　
る
か
た
へ
ご
案
内
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
以
後
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、

　
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
（
電
二

　
三
一
六
四
三
四
）
ま
た
は
当
‐
会

　
場
受
け
付
け
に
巾
し
出
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

第
二
十
七
回

｜

日
時

　　走　　場
稲路程所式－

（J ）Q

.　　-，　　　･-

昭
和
五
ト
ー
年

vへ

Ｈ

）
、
午
前
几
時
三
－
分
間
会

　
愛
知
県
閻
崎
総
人
‥
迦
動
場
（

伝
町
）

　
愛
知
県
岡
崎
総
人
‥
迦
動
場
↓

熊
町
↓
箱
柳
町
↓
川
‐
町
↓
板

岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

　
川
町
↓
岩
中
町
↓
ト
〈
片
野
町
↓
沌

　
町
↓
愛
知
県
岡
崎
総
〈
‥
運
動
場

種
別
　
奪
中
学
校
の
部
↓
。
チ
ー
ム

　
七
私
、
補
欠
～
名
　
奪
高
校
の
部

　
↓
一
チ
ー
ム
四
名
一
、
補
欠
ス
名

　
奪
一
般
の
部
↓
一
チ
ー
ム
四
名
、

　
補
欠
く
-
５
ｖ

申
し
込
み
　
昭
和
に
旺
ト
ー
年
一
月
九

　
‐
（
分
）
正
午
ま
で
に
、
岡
崎
巾

　
ト
Ｋ
町
―
－
几
・
岡
崎
市
教
育
委

　
Ｕ
会
休
青
課
へ
必
着
の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ

　
い
て
は
、
岡
崎
巾
教
青
委
貝
会
休

育
渫
（
電
く
三
―
六
四
三
〇
・
六

四
二
。
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

消
防
出
初
め
式
を

行
い
ま
す

Ｉ
　
Ｏ
　
！
皿
　
　
Ｏ
　
　
ｌ

　
昭
和
五
十
Ｊ
年
の
新
春
を
迎
え
、

恒
例
の
消
防
出
初
め
式
を
行
い
ま
す

の
で
、
多
放
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
。
月
ト
ー
‐
（
日
）
、
午
前

　
十
時
～
ト
ー
時
三
十
分

場
所
　
康
生
町
、
岡
崎
公
園
グ
ラ

▼
眉
‐
延
期
の
場
介
は
、
一
Ｕ
十
八

　
日
（
日
）
同
時
刻
に
行
い
ま
す
。

▼
当
日
午
前
八
時
に
消
防
団
Ｕ
の
訓

　
練
召
姚
を
行
う
た
め
、
サ
イ
レ
ン

　
警
鐘
を
吹
打
鳴
し
ま
す
の
で
、
実

　
　
　
●

　
言
い
に
］
い
こ
な
い
よ
う
″
願
い

演
習
召
集
信
冴
―
ゆ
り
４
？
な

　
マ
ぶ
ふ
］
Ｊ
】
　
　
・
Ｌ
Ｉ
↑
約
十
五

　
　
　
　
　
　
パ
ド
詣

門
扉
一
　
↑
↑
・
一
点
と

三
点
の
斑
打
を
く
り

か
え
す
。

▼
全
市
の
消
防
団
貝
が
集
結
い
た
し

　
ま
す
の
で
ヽ
特
に
「
如
印
か
」
に

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



きざ

　
こ
の
た
び
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
岡
崎
都
市
計
画
中
岡

崎
土
地
区
画
整
理
事
業
と
、
岡
崎

か
　
美
合
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地

お市政だよ≫J昭和51年１月１日-
７

-

処
分
を
完
了
し
ま
し
た
。
換
地
処

分
に
伴
い
、
み
な
さ
ん
の
所
有
し

て
お
ら
れ
る
土
地
の
町
名
、
地
番

が
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
月
六
日
、
十

二
月
十
六
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
町
名
の
変
更
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
中

岡
崎
町
に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理

課
清
算
係
（
電
二
三
－
六
二
八
〇
）

美
合
新
町
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

内
岡
崎
美
合
土
地
区
画
整
理
組
合

　
（
電
二
三
－
六
二
九
一
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-

号　き*　ZS 穐

丁丁

・　廼

中岡崎土地区画整理事業
-〇－１２月６日施行－〇－

変　　　更　　　前 変VI　後

八帖町宇大通りの一部

中川崎町八帖町字松,葉の一部

板屋町の一部

例

-－

凡

一一

４

Ｉ
Ｉ

K
-
I
W
＊
:
;

Ｃ
°
‘
゛

Ｊ
ｘ
ｒ

ｆ
ｉ

目
ご
。

＼ﾃﾞ

２　　｀

岡崎美合土地区画整理事業●

　　　　一一一一--‥-‥-Ｏ－１２月16日施行－Ｏ－差3

変　　　更　　　前 変更　後

芙合町 宇生田の一部

美作新町

字福井の一部

宇下ノ端の一部

字生道の一部

字祖父炉の一部

字中野の一部

宇鵡廻りの一部

字砂田の一部

字北屋収の一部

蓑川町 宇上生道の一部

字砂田の一部

字下生道の一部
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回
心
）

1
0
日
　
分
子
科
学
研
究
所
の
創
設
決
ま
る

1
2
日
　
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議
会

　
　
の
提
唱
で
壮
年
体
力
テ
ス
ト

1
9
日
　
市
民
駅
伝
競
走

3
1
日
　
社
会
福
祉
大
会

　
回
○

１
日
　
市
の
鳥
・
市
民
の
花
を
市
民

　
か
ら
公
募
（
２
月
中
）
、
町
村

　
合
併
二
十
周
年
記
念
式
典
、
手

　
を
つ
な
ぐ
親
の
会

1
4
日
　
福
岡
小
増
築
工
事
竣
工

1
8
日
　
乙
川
河
川
敷
公
園
整
備
計
画

　
決
ま
る

2
8
日
　
岩
津
小
体
育
館
竣
工

　
回
と

1
3
日
　
衛
生
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
場

　
増
設
工
事
竣
工

　
　
　
　
　
　
●

1
7
日
　
細
川
保
育
園
増
築
工
事
竣
工

1
8
日
　
矢
作
西
小
増
築
工
事
竣
工

2
1
日
　
志
賀
重
昂
先
生
の
銅
像
建
立

　
　
　
（
東
公
園
）
、
束
公
園
に
皇
居

　
　
の
白
鳥
お
こ
し
入
れ

2
2
日
　
市
の
鳥
「
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
」

　
　
市
民
の
花
「
ツ
ツ
ジ
」
な
ど
十

　
　
六
種
選
定

2
5
日
　
大
西
保
育
園
竣
工

2
6
日
　
稲
熊
保
育
園
・
障
害
児
対
象

　
　
の
井
田
保
育
園
竣
工

2
7
日
　
本
宿
老
人
憩
い
の
家
開
所

3031

日
　
交
通
広
場
オ
ー
プ
ン

ロ
　
県
営
本
宿
荘
の
排
水
規
制
で

　
県
と
公
害
防
止
協
定

　
回
心

１
日
　
市
役
所
立
体
駐
車
場
オ
ー
プ
ン

３
日
　
新
設
の
緑
丘
小
開
校
式
、
岡

　
崎
市
公
害
調
査
セ
ン
タ
ー
が
開

　
所
（
稲
熊
四
丁
目
）

６
日
　
家
康
・
歴
史
行
列

９
日
　
矢
作
中
校
舎
川
築
工
事
竣
工

2
7
日
　
市
長
・
市
議
選
挙
内
川
市
長
再
選

3
0
日
　
県
特
別
養
駿
老
人
ホ
ー
ム
岡

　
　
崎
寮
竣
工
（
竜
泉
寺
町
）
、
根

　
　
石
保
育
園
増
築
工
事
竣
工

の
胤
）

１
日
　
県
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
　
ー
が
開
所
（
明
大
寺
町
）

２
日
　
消
防
署
に
四
十
メ
ー
ト
ル
ハ

　
　
シ
ゴ
車
導
人

３
日
　
第
二
回
子
ど
も
祭
り

９
日
　
鋼
鉄
の
父
本
多
光
太
郎
隠
士

　
　
の
銅
像
建
つ

1
2
日
　
県
下
で
初
め
て
市
庁
舎
に
身

　
　
障
者
用
ト
イ
レ

1
7
日
　
井
田
小
で
緑
の
少
年
団
結
成

2
7
日
　
美
合
小
・
緑
丘
小
の
児
童
、

　
　
カ
ナ
ダ
ー
ウ
イ
ニ
ペ
ッ
グ
市
へ

　
　
海
外
交
歓
学
習

　
　
　
●

3
1
日
　
岡
崎
小
増
築
工
事
起
工

回
○

１
日
　
真
宮
遺
跡
の
第
三
次
調
査
は

　
　
じ
ま
る
、
市
長
に
手
紙
を
出
す

　
　
月
間
（
1
3
0
日
）

２
日
　
六
ッ
美
北
部
小
増
築
工
事
起
工

３
日
　
マ
ツ
ク
イ
虫
退
治
に
薬
剤
の

　
　
空
中
散
布
（
～
2
3
日
）

５
日
　
県
立
岡
崎
束
高
校
開
校
記
念
式
典

６
日
　
岩
津
中
増
築
工
事
起
工

1
5
日
　
乙
川
、
男
川
流
域
で
ホ
タ
ル

　
　
観
賞
会

3
1
日
　
明
日
の
あ
い
ち
を
考
え
る
集

　
　
い
（
市
民
会
館
）

　
回
昌

１
日
　
市
制
施
行
五
十
九
周
年
記
念

　
　
式
典
・
大
郷
新
助
役
就
任
、
市

　
　
の
鳥
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
の
歌
発
表

３
日
　
保
育
園
は
の
会
総
会
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５
日
　
常
磐
小
・
竜
谷
小
移
転
新
築

　
　
工
事
起
工
、
男
川
小
体
育
館
起
工

６
日
　
伊
賀
川
一
斉
清
掃

1
0
日
　
大
門
小
新
築
工
事
起
工

15
日

0

31
日

農
業
委
員
一
般
選
挙

動
く
市
政
教
室
（
～
９
月
1
9
日
）

―
　
（
心
に
匹
）

こ
０
１
日
－
市
の
機
胤
改
革
（
三
課
玉

　
０
　
　
　
六
部
制
）
、
桑
谷
キ
ャ
ン
プ
場
開
所

　
　
　
　
３
日
　
廿
生
川
一
斉
清
掃

０
　
５
日
　
移
動
図
書
館
み
ど
り
号
が
ス

　
０
０

０

　
　
タ
ー
ト

1
0
日
　
歩
行
者
天
国
（
康
生
北
交
差

　
　
点
Ｉ
伝
馬
通
二
丁
目
交
差
点
）

1
2
日
　
中
学
生
徒
模
擬
議
会

1
3
日
　
説
光
夏
ま
つ
り
（
Ｉ
1
6
日
）

　
　
五
万
石
お
ど
り
（
～
1
5
日
）

　
　
伊
賀
川
の
川
ま
つ
り

1
4
日
　
み
か
ち
ゃ
ん
放
流
ま
つ
り

16

日
　
青
木
川
に
み
こ
ち
ゃ
ん
放
流

1
8
日
　
岡
崎
観
光
花
火
大
会
、
四
十

　
九
年
度
公
害
白
書
を
発
表

2
0
日
　
中
小
企
業
問
題
懇
談
会

2
9
日
　
道
路
の
美
化
・
清
掃
活
動
で

　
建
設
大
臣
表
彰
よ
二
島
学
区
婦

　
人
会
、
矢
作
東
小
六
年
児
童
、

　
安
形
虎
雄
さ
ん

3
1
日
　
財
政
運
営
緊
急
対
策
と
し
て

　
予
算
凍
結
措
置

　
口
り
う

５
日
　
岡
崎
市
議
会
慶
弔
あ
い
さ
つ

　
禁
止
を
申
し
合
わ
せ

６
日
　
民
間
不
動
産
業
と
公
害
防
止

　
協
定

９
日
　
農
業
婦
人
生
活
改
善
ク
ル
ー

　
ブ
と
の
懇
談
会

1
3
日
　
市
長
商
齢
者
慰
問

2
2
日
　
園
芸
農
家
と
の
懇
談
会
、
市

　
　
推
協
が
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

　
　
ペ
ー
ン

　
　
●

2
5
日
　
青
年
経
営
者
と
中
小
企
業
間

　
　
題
懇
談
会

3
0
日
　
農
協
青
年
部
と
の
懇
談
会
、

　
　
細
川
学
区
・
矢
作
北
学
区
老
人

　
　
憩
い
の
家
開
所

　
宵
胤
）

に
且
龍
９
　
隨
牡

‥
‥
ド
特
作
月
付
よ

1
0
≒
Ｎ
且
指
針
肘

　
　
三
千
人
が
参
加

Ｈ
日
　
第
二
十
八
回
岡
崎
市
芸
術
祭

　
　
　
（
～
1
2
月
５
日
）

2
0
日
　
市
政
対
話
染
会
は
じ
ま
る
（

　
　
中
学
校
単
位
で
十
三
会
場
）
、

　
　
巾
民
憲
章
制
定
委
貝
・
市
制
六

　
　
十
周
年
記
念
事
業
委
貝
決
ま
る

回
⑦

２
日
　
お
か
ざ
き
っ
子
展
（
～
３
日
）

３
日
　
第
二
回
束
公
園
オ
リ
エ
ン
テ

　
　
ー
リ
ン
グ
大
会

６
日
　
矢
作
南
学
区
老
人
憩
い
の
家

　
　
開
所

1
4
日
　
岡
崎
市
老
人
福
祉
大
会

1
7
日
　
盛
況
だ
っ
た
市
政
対
話
集
会

　
　
終
わ
る

1
8
日
　
北
野
廃
寺
跡
史
跡
公
園
計
画

　
　
決
ま
る

2
2
日
　
上
地
土
地
区
画
整
理
組
合
起
工

回
心
）

５
日
　
岡
崎
市
総
代
会
、
文
化
協
会

　
　
設
立

６
日
　
広
幡
学
区
老
人
憩
い
の
家
開

　
　
所

７
Ｈ
　
岡
崎
市
農
業
祭

９
日
　
国
道
一
号
線
環
境
実
態
調
査
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保
－
留
１
地
－
予
－
定
－
地
－
を
Ｉ
処
－
分

　
岡
崎
若
松
土
地
区
両
整
理
組
合
が

施
行
し
て
い
る
岡
崎
若
松
土
地
区
画

整
理
事
業
の
保
留
地
予
定
地
を
、
次

の
要
領
に
て
処
分
い
た
し
ま
す
。

処
分
の
方
法
　
一
般
競
争
入
札

位
置
と
処
分
筆
数
　
若
松
町
字
西
三

　
田
ケ
入
・
字
束
三
田
ヶ
入
・
宇
芋

　
田
・
宇
山
ノ
田
・
字
奥
山
ノ
田
・

　
字
石
僑
地
内
に
点
在
す
る
二
十
三

入
開筆
札
　
▽
入
札
・
：
昭
和
五
十
一
年

　
一
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前
十
時

　
～
午
後
一
時
　
▽
入
札
保
証
金
…

　
午
前
十
時
か
ら
受
け
付
け
、
一
筆

　
十
万
円
、
一
人
二
筆
ま
で
　
▽
開

　
札
・
：
午
後
一
時
二
十
分
か
ら

会
場
　
岡
崎
市
若
松
町
地
内
・
岡
崎

　
若
松
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区

　
域
内
の
荒
薙
教
岡
崎
支
部

そ
の
他

　
④
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か

　
　
た
は
、
現
地
に
案
内
の
立
看
板

　
　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

･
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．
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さ
い
。

　
○
入
札
当
口
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

　
　
く
だ
さ
い
。

　
○
落
札
を
し
な
か
っ
た
か
た
の
人

　
　
札
保
証
金
は
、
お
返
し
い
た
し

　
　
ま
す
。

　
＠
落
札
さ
れ
た
か
た
で
、
建
築
物

　
　
等
を
建
築
さ
れ
る
場
合
は
、
土

　
　
地
区
画
整
理
法
第
七
六
条
の
規

　
　
定
に
基
づ
く
巾
訥
書
を
組
合
に

　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
ガ
ス
、
水
道
は
、
″
介
区
画
道
路

　
　
に
川
竹
し
て
あ
り
ま
す
。
舗
装

　
　
も
、
今
年
度
か
ら
逐
時
着
工
の

　
　
予
定
で
す
。

　
○
保
留
地
予
定
地
の
所
行
権
侈
転

　
　
登
記
は
、
小
盾
完
了
の
さ
い
に

　
　
一
括
し
て
行
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、

　
　
抵
当
晦
の
設
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
若
松
土

地
区
画
整
理
組
合
（
岡
崎
市
役
所
開

発
指
導
課
内
・
電
二
三
－
六
二
六
六
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｕ
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m
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１
　
Ｓ
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Ｓ
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－
1
1
1
1
1
1
1
－
ｉ
Ｉ
ｒ
ｉ
Ｉ
Ｉ

整理番号
位　　　置 面　　　　積 3.3m'i|たり

単　　価
最低価額

ブロック ロッ|- ㎡ 坪

１ ２ ２ 135.58 41 .01 95.000円 3,895,950円

２ ２ 2 6 149.62 45.26 90,000 4,073,400

３ ２ 1 4 235.30 71. 17 100,000 7,117,000

４ ５ 1 2 281 .28 85.08 80.000 6.806,400

５ ５ 1 1 221.28 66.93 88,000 5,889､840

６ ５ 1 0 281 .40 85. 12 80,000 6,809,600

７ ５ ９ 221 .40 66.97 88.000 5,893;360

８ ７ ７ 362.25 109.58 90,000 9,862,200

９ ７ ８ 292.02 88.33 90,000 7,949,700

1 0 ７ に 3 44 . 79 104.29 100,000 10.429,000

1 1 ９ 3－1 192.72 58.29 85,000 4,954,650

1 2 ９ ３－２ 137.72 41.66 95.000 3.957,700

1 3 1 2 1 0 197.28 59.67 88,000 5,250,960

1 4 1 2 1 1 198.28 59.97 88.000 5,277.360

1 5 2 5 １ 230 .53 69.73 90.000 6,275.700

1 6 ３０－１ ７ 273.40 82.70 86.000 7，112,200

1 7 ３０－１ ８ 204.27 61 .79 88,000 5,437,520

1 8 3 5 1 1 318.08 96.21 88,000 8.466,480

1 9 ３８－２ 1 6 201 .04 60.81 88,000 5,351.280

2 0 1 1 ７ 247.41 74 .84 85,000 6,361,400

2 1 2 6 １ 210.34 63.62 86,000 5,471,320

2 2 1 8 ２ 264.91 80.13 95,000 7,612,350

2 3 1 9 ６ 257.68 77.94 90,000 7.014,600
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　 1
2
・
。
ｔ
Ｌ

ｊ
●

主
催
　
岡
崎
市
、
岡
崎
市
教
育
委
Ｕ

　
会
、
岡
崎
休
育
協
会
、
岡
崎
ス
キ

　
ー
協
会

後
援

中
日
新
聞
社
、
束
海
新
聞
社
．

愛
知
新
聞
社

主
管
　
岡
崎
ス
キ
ー
協
会

日
時
　
二
月
十
日
（
火
）

場
所
　
長
野
県
志
賀
高
原
ダ

　
イ
ヤ
モ
ン
ド
ス
キ
ー
場

資
格
　
岡
崎
市
内
に
在
住
、

,

♀，●－

* i * i '・-|，

参
加
料
　
千
円

種
目
と
内
容
　
▼
開
会
式
↓
午
前
十

　
時
　
▼
女
子
大
回
転
↓
午
前
十
時

　
三
十
分
　
▼
男
子
大
回
転
↓
午
後

　
一
時
●
青
年
の
部
（
昭
和
五
十
一

　
年
一
月
一
日
現
在
満
二
十
九
歳
以

　
下
）
●
壮
年
の
部
（
昭
和
五
十
一

　
年
一
月
一
日
現
在
満
三
十
歳
以
上
）

　
▼
事
業
所
対
抗
（
一
チ
ー
ム
三
名
）

　
↓
午
後
三
時
三
ト
分
　
▼
表
彰
式

　
閉
会
式
↓
午
後
五
時

表
彰
　
▼
参
加
者
全
貝
に
参
加
記
念

　
ゼ
ッ
ヶ
ン
を
授
与
　
▼
各
部
と
も

　
第
一
位
に
優
勝
杯
（
持
ち
回
り
）

　
第
ト
位
ま
で
に
賞
品
、
賞
状
を
授

　
与
（
た
だ
し
、
事
業
所
別
対
抗
は

　
三
位
ま
で
）

規
則
　
全
日
本
ス
キ
ー
辿
盟
競
技
規

　
則
放
新
版
を
準
川

出
発
順
位
　
抽
選
と
し
ま
す
。
た
だ

　
し
、
第
十
五
回
大
会
の
第
十
位
以

　
内
入
賞
者
は
、
シ
ー
ド
制
と
し
、

　
別
に
抽
選
し
ま
す
。

｜

申
し
込
み
　
昭
和
五
十
一
年
一
月
三

　
十
一
日
（
土
）
ま
で
に
、
規
定
の

　
申
し
込
み
用
紙
に
よ
り
、
岡
崎
市

　
内
各
巡
勣
具
店
へ
申
し
込
む
こ
と

　
　
（
た
だ
し
、
定
貝
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
）

そ
の
他
　
▼
本
大
会
の
運
営
に
つ
い

　
て
は
、
事
故
の
な
い
よ
う
安
全
指

　
導
に
留
意
し
ま
す
。
万
一
、
事
故

　
が
起
き
た
と
き
は
、
心
急
処
―
を

　
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
治
療
、

　
そ
の
費
川
の
負
担
、
傷
害
、
疾
病

　
の
結
果
に
つ
い
て
の
賠
償
等
の
責

　
任
は
負
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
点

　
を
承
諾
の
う
え
参
加
し
て
く
だ
さ

　
い
。
▼
参
加
者
は
、
健
康
保
険
証

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
岡
崎

　
市
民
ス
キ
ー
大
会
の
事
務
局
は
、

　
岡
崎
市
祐
金
町
一
二
五
・
岡
崎
ス

　
キ
ー
協
会
会
長
多
々
内
基
治
宅
に

　
置
き
ま
す
。
二
月
八
日
以
後
は
、

　
長
野
県
下
高
井
郡
山
の
内
町
一
の

　
瀬
・
シ
ャ
レ
ー
志
賀
内
に
置
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
と

と
も
に
償
却
資
産
の
所
有
者
に
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、
時
の
経
過
に
よ

っ
て
そ
の
価
航
一
が
減
少
す
る
機
械
・

工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま

す
。
　
償
却
資
産
に
は
申
告
制
度
が
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
資
産
を
事
業
に
使
用

し
て
い
る
所
有
者
は
、
一
月
一
日
現

在
の
資
産
の
明
細
を
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
巾
告
用
紙
の
な
い
か
た
、
又
は

申
告
方
法
の
わ
か
ら
な
い
か
た
は
、

岡
崎
市
役
所
理
財
部
資
産
税
課
依
却

資
産
係
（
電
二
三
－
六
〇
九
四
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
遠
隔
地
の
み
な
さ
ん
の
た

め
に
、
次
の
場
所
で
午
前
九
時
か
ら

午
後
川
時
ま
で
臨
時
受
け
付
け
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受け付け日 場　所

１月1 6 Kl(介) 束　部　支　所

け丿9 日（月) 六ッ美支所

１月2 0日('k) 大　平　支　所

U月2 1日(水) 岩　津　支　所

１月2 2 El(木) 哭　作　支　所

□］2 3 日（金） 岡　崎　支　所

農
業
委
員
会
委
員
の

　
　
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
に
つ
い
て

　
み
だ
し
の
こ
と
に
つ
い
て
、
農
業

生
産
組
合
員
の
か
た
は
組
合
員
を
迦

じ
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
が
、

組
合
貝
外
の
か
た
で
次
に
該
当
す
る

か
た
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
を
要
す
る
人

Ｏ
　
岡
崎
市
内
に
居
住
し
昭
和
三
十

　
一
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
出
生

　
し
た
か
た
で
十
ア
ー
ル
以
上
の
農

　
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
か

　
た
Ｏ
　
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者

　
で
年
闘
約
六
ト
日
以
上
耕
作
に
従

　
小
し
て
い
る
か
た

提
出
期
日
・
場
所

　
組
合
貝
の
か
た
は
組
合
長
の
指
定

す
る
期
日
ま
で
に
組
介
長
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
組
八
‥
貝
外
の
か
た
は
一
月
十
日
ま

で
に
市
役
所
農
務
課
又
は
各
支
所
へ

第16回岡崎市民スキー大会
在
勤
す
る
か
た

岡
崎
市
農
業
委
員
会

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委
員
会
事

務
局
（
電
二
三
－
六
一
九
六
）
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇｜月の商工相談ご案内◇

　岡崎市、岡崎商工会議所および愛知県中小企業センターでは、商工相談室を設け、経験豊富な各担当専門家によ

って各種のご相談に応じております。　どうぞお気軽にご利用ください。

　　岡　　崎　　市

相談名 姐　　　　　当 n　　　　　時 場　　　　　　　　　所

税　　務 岡崎税理士会所属税理士 毎j］卵2木曜日

　(1 f]は8 Sです）
　午後１時― 4時

１階市民和談室・電2 3 ― 6492

経　　営 中心km一叫昌昌 巡回または3陪商工課・電23－6212

金　　瞰 商　工　課　職　貝

毎一　日く休日を除く）

午前８時30分～午後５時

　（土曜日は正午まで）
3階商r. 課・電2 3－6215

岡崎商工会議所

相談名 担　　　　　　　　　当 日　　　　　　　　　時 場　　　　所

税　　務 税理士林明良､遠山英雄､太田賢太郎 13日,20 1-1、27日各午前io時～午後４時

２階会議室

ttt2 1 －6 1 6 1

法　　律 弁護士内　　田　　慶　　次 5 目, 19日　各午前10時～午後４時

金　　融 会議所、中小公庫、商工中金各磯貝 常ii飢ただし、中小公庫は5) 日、商工中金
は23Uの各午加10時～午後3時

発　　明 弁m .1: 佐伯一郎、渡辺評一 9 1.1, 16日　各午後i時～５時

商店経営 中小企業診断士田　辺　征　巾 19 H　　　　午後１時～5時

労　　務 本所相談所長牧　野　修　之 17日　　　各午前9時～正午

下請斡旋 愛知県下耐企業振興協会 8 i3　　　　午前10時～4時

愛知県中小企業センター （名古屋市中村区堀内町4―31 ・電<052〉561－4121 ）

相　　　談　　　名 担　　　　当1 担当曜日 時　　　　川 相談室（内線竃話）

経　　常■ 企　　融 摯小企l診断上河本憲 毎,辺火・木 午前10時～午後4時 第1相談室（253）

法　　　　　　　律 弁･護士佐治良三 水 午後１時～午後４時 第2相談室（254）

財　務　全　般 矛見丿翌士坂部恵地 火・水 午前10時～午後4 U,!f 卵3川談室（255）

工　業　所　有　権 弁理士石ｍ－ 月・金 午前10時～午後４時 第4相談室(256）

賛否高催゜昌謐ほ脇 指導課相談係職員 町･　　日 午前９時～午後５時 桁導課（228）

愛知県中小企業労働相談所

相談名 担　　　　　　　　　　　当 担当曜日 時　川 場　所

労働法就業規!ii」 元公労委事務局名古屋支局長　渡辺徳治 月

午後１時

　　　ｉ

　　　午後４時

愛知県中小企業センター

　　　　　　6階

゛'‘ｮ'j白て翼7)

　電(05U

1－1618

賃　金　関　係 元曖知県人事委貝会委貝長　艮谷川寛三 金

教育訓m人間関係 愛知教育大学名誉教授　堀内安男 火

労働法全般 すみれ女子短期大学教授　実野利久 木

企業内モラール労働縞祉愛知工業大学助教授　足木圭蔵 水

労　使　関　係 元地方労働委貝会委貝　石黒　賢 木

青少年関係 元愛知県労働部長　及部　巷 金

季節労務関係 元愛知県事務所長　鈴木新一 墓卜1で
労働保険雇用関係 ■><≪ 優姿 m ai 詣伊質　　多門時男 栞勺だ
※　ご相談は的もって心話でご連絡ください。なお、相談料は無料ですもって電話でご述絡ください。なお、相談料は無料です。



１月５日のごみ受け付けは午後４時までです。
14 －-

★12月15日号清掃作業日程のうち、12月29日. 30日、

　訂正しておわびいたします。

保留地予定地の処分

　
岡
崎
市
が
現
在

施
行
し
て
い
る
。

岡
崎
都
市
計
画
中

部
土
地
区
両
整
理

事
業
の
保
留
地
予

定
地
を
、
次
の
要

領
に
よ
り
処
分
を

い
た
し
ま
す
。

処
分
の
方
法
　
一

　
般
競
争
入
札

保
留
地
予
定
地
の
位
置
　
中
部
土
地

　
区
画
整
理
↓
鴨
田
・
井
ノ
ロ
・
大

　
樹
寺
・
大
門
・
百
々
・
西
阿
知
和

　
・
束
蔵
前
町
の
各
一
部

入
開
札
　
▽
入
札
…
昭
和
五
ト
ー
年

市
計
画

土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
。
月
十
五
日
（
日
）
午
前
九
時
～

十
二
時
　
▽
入
札
保
証
金
・
：
午
前

九
時
か
ら
受
け
付
け
、
一
筆
十
万

ｊ
Ｓ
ＩＩ

一
人
二
筆
ま
で
　
▽
聞
札
・
：

　
午
後
一
時
か
ら
　
▽
会
場
・
：
岡
崎

　
市
役
所
六
隋
（
ト
王
町
―
丁
目
九

　
冊
地
）

そ
の
他
　
①
入
札
に
参
加
し
よ
う
と

　
す
る
か
た
は
、
現
地
に
案
内
の
立

　
看
板
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
覧
く
だ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
｛

な
か
っ
た
か
た
の
人
’

お
返
し
い
た
し
ま
す

保
証
金
は

　
（
入
札
に

使
川
し
た
印
鑑
が
必
要
で
す
）

　
④
落
札
さ
れ
た
か
た
は
。
埋
立
工

　
丿
及
び
建
物
等
を
姓
築
さ
れ
る
場

　
合
、
必
ず
区
画
幣
理
課
の
許
可
を

　
受
け
て
か
ら
着
１
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
営
ａ
地
域
で
は
、
川
立
の

　
さ
い
、
民
地
内
に
ヒ
ュ
ー
ム
管
を

　
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
⑤
阪
換
地
に
伴
う
登
記
が
完
了
す

　
る
ま
で
、
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
。
⑥
売
買
傑
留
地

　
予
定
地
の
所
有
椛
移
転
登
記
は
、

　
収
業
完
了
の
さ
い
、
一
括
し
て
行

　
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
抵
･
ｓ
ｎ
椛
の
設

　
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
入
札
参
加
ご
希
望
の
か
た

は
、
人
札
案
内
書
が
用
憲
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
区
画
整
理
課
庶
務
係
（

電
二
三
－
六
二
六
五
）
又
は
も
よ
り

の
支
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

走
る
県
政
教
室
参
加
者
募
集

Ｉ
Ｉ
一
第
二
青
い
鳥
学
園
な
ど
見
学
一
昌

日
時
　
一
川
三
ト
‐
（
金
）
午
前
九

　
時
四
ト
分
～
午
後
四
時
　
１
’
十
分

出
発
場
所
　
県
西
二
河
事
務
所

募
集
人
員
　
五
ト
名

費
　
　
用
　
無
　
料

見
学
施
設
　
本
宮
山
ロ
ッ
ジ
・
第
二

　
肖
い
鳥
学
園

応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
一
八
歳
以

　
Ｌ
の
か
た
で
、
二
々
Ｊ
‥
ま
で
一
緒
に

　
巾
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
「
岡
崎
発
コ

　
ー
ス
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名

　
年
齢
・
職
楽
・
電
話
冊
号
を
記
入

　
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

　
話
巾
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
期
限
　
一
月
二
十
二
日
（

　
木
）
。
当
日
の
消
印
行
効

申
し
込
み
先
　
◇
愛
知
県
広
報
室
広

　
聴
課
県
政
教
室
係
↓
〒
四
六
〇
・

　
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
三
丁
目
一

番
二
号
・
電

―
一
二

● = - ﾐ ・

（
○
五
二
）
九
Ｉ

　
▽
愛
知
県
西
ご
."-'. / ゝ

河－･

　
事
務
所
。
県
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
”

　
↓
〒
四
四
四
・
岡
崎
市
明
大
寺
本

　
町
一
－
四
・
電
二
三
－
一
二
一
一

参
加
者
決
定
　
募
集
人
貝
を
超
え
た

　
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、

　
仝
只
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

゜｢1 ｜月後期の粗大ごみ収集 r
　各町内できめられた粗大ごみ持ち寄り場所へ収集日

の午前8 mo分までに持ち出してください。

　　　日　程　表　　（衛牛セン?ー･1E22-543S1

月　＼i 曜 収MS 'Ji 伍町r.

1 M20It1 火 板屋康生

１月21 日 水 in町八帖

1 }]22U 木 内飯魚町康上通内

1 fl23H 令 材木Ｉ丁目・２丁M ■3 Til

1 川2川 上 明人寺佃町

1 H26H )l h'H沢鳥町ii--;l-

1 y＼27H 火 吹矢　|･.明大十、火叫人･4･.

□|28日 水 西明大十I区・2区・3 区、串枚東

丿12911 木 南明人与:i区・4区.山手

1 M3on 分 穴加穴収心流ヶIf∠.隻n[七

1 113111 十． 仙M

ごみ(競μ‰)の収集を休みます

　１川15 LIt≪成人の日は、ごみの収集を休みます。

ごみを出さないようごw,力ください。

＼　岡崎子どもスケート教室

　　　　　　　　　　　　　　　　|後期日程」

　好評いただいている子どもスヶ－ト教室を、前期に

引き続き後期も．次のように開佻いたしますので、多

数ご参加ください。

＼ 初級子どしスヶ－ト教室中級r･どらヤヶ－ﾄ教室 ‰-ﾄ祐
3回 2II
12ii,13il,l5N.l(iir,1711

2 l＼

四i .201] μi＼ .ifli .:.'-lfi
2H
6il,7il,Hit

梢| 2 (!2rill,271!.2yu丿!□|.2 II
別)
liL.^H .1･川、ifi!i、μ;!i卜

時　間午後６時30分～７時'SO分

募集人員各60 人、ただし親了は25糾

その他岡崎市スポーツガーデンに申し込んでくだ

　　　　　さい。

　　　　　なお定員になりしだい締め切ります。

　くわしいことは岡崎市スポーツガーデン{電2 3 －

19 17）へお問い合わせください。

Q^尹肖費竺1壁2き繋Ｏ

　　　　　　　　　　西三河消賢生活センター

時　期　1 n20H～23日

日　数11日（週i～2 H)

場　所愛知県西三河消費生活センター（明人寺町

　　　　　字坂下U～117)

受講料無　料

募集定員　5 0名

応募方法住所・氏名・年一齢・電rn界号を□U7Hま

　　　　　でに巾し込んでください。

申し込み先愛知県西三河消費生炳センター（電5 2

　　　　　　－9 5 6 7)

｜



か　ざ　きお市政だより日
１月昭和51年１15

(薪)

年

④

明

④

　
年
の
初
め
は
、
ど
こ
の
ご
家
庭
で

も
。
多
額
の
現
金
が
手
元
に
保
管
さ

れ
て
ぶ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
は
、
現
金
を
ね
ら
う
詐
欺
や
押
売

り
の
ふ
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
詐
欺
や
抑
売
り
を
防
止
す
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
「
高
級
品
だ
が
特
別
に
安
く
す
る
」

　
と
い
う
よ
う
な
う
ま
い
話
に
は
、

　
絶
対
の
ら
ぬ
こ
と
。

　
　
　
　
●

く
図
し
①

恭
知
ら
な
い
行
商
人
、
工
事
請
負
人

　
な
ど
の
甘
言
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

　
う
、
価
格
な
ど
を
ハ
ッ
キ
リ
聞
き
、

　
い
ら
な
い
場
八
‥
は
キ
ッ
パ
リ
断
る
。

な
新
製
品
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど
と
称
し
、

　
人
集
め
を
し
て
、
商
品
を
た
だ
で

　
く
れ
る
よ
う
な
口
ぶ
り
で
誘
う
販

　
洵
に
は
特
に
注
意
。

な
初
も
う
で
な
ど
人
の
混
雑
す
る
場

　
所
で
は
、
ス
リ
に
ご
用
心
々
‥

こ
と
し
こ
そ
ｉ
‥
ｎ
ぼ

ｊ
川
幽
交
通
死
亡
事
故
を
な
く
そ
う

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
み
な
さ
ん
が
た
の
ご
協

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岡
崎
警
察
署

管
内
の
交
通
事
故
は
（
十
一
月
末
現

▽
自
転
車
乗
り
の
か
た
に
△

ガ
ン
は
」
代

　
　
梅
毒
末
代

　
～
健
康
診
断
の
す
す
め
～

　
性
病
は
他
の
病
気
同
様
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
す
れ
ば
完
全
に
治

る
病
気
で
す
。
途
中
で
治
擁
を
中
断

し
た
り
、
し
ろ
う
と
判
断
の
治
療
を

す
れ
ば
、
い
っ
そ
う
治
り
に
く
く
、

慢
性
に
し
て
し
ま
う
や
っ
か
い
な
病

気
で
す
。

　
愛
知
県
で
は
、
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
た
か
た
を
対
象
に
、
成
人
式
に
配

署
　
布
さ
れ
る
「
成
人
手
帳
」
に
つ
づ
り

　
　
込
み
の
「
健
康
診
断
受
診
券
」
に
よ

察
り
、
蜃
料
の
悔
毒
血
清
反
応
検
在
を

　
　
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
成
人
さ
れ

．
回
討
に
い
に
七
賢
―

糾
に
歿
ず
ｔ
つ
壽
仝
を
崎

在
）
前
年
に
比
べ
、
増
加
し
て
お
り
　
●
右
・
左
折
す
る
と
き
は
、
早
め
に
岡

’
t
t/

I

°

.
1
1
1

＼
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＼
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t
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^
.
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Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
　
　
Ｉ

ま
す
。
こ
と
し
も
ま
す
ま
す
交
通
事

情
は
、
き
び
し
く
な
る
と
思
い
ま
す

　
そ
こ
で
、
こ
と
し
こ
そ
交
通
事
故

を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
っ

て
、
事
故
の
な
い
幸
せ
な
年
で
あ
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

▽
運
転
す
る
か
た
に

　
次
の
場
所
で
は
、
必
・

ず△

　
合
図
し
て
、
、
後
方
の
安
全
を
確

　
か
め
る

●
暗
く
な
っ
た
ら
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ

　
け
る

▽
歩
行
者
に

●
横
断
は
、
左
・

　
か
め
、
少
し

ぐ右△

ｔ　之の
安
全
を
よ
く
確

ら
い
の
遠
回
り
で

徐
行
か
減
　
　
も
、
信
号
交
差
点
、
横
断
歩
道
、

速
し
て
、
安
全
迦
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
歩
道
僑
を
渡
る

●
見
と
お
し
の
き
か
な
い
交
差
点
や
　
●
赤
信
号
で
横
断
し
た
り
、
車
の
直

　
ま
が
り
角

・
横
断
歩
道
に
近
づ
い
た
と
き

●
歩
・
車
道
の
区
別
の
な
い
狭
い
道

-

商路

　
前
直
後
の
横
断
は
、
絶
対
や
め
る

●
駐
車
車
両
な
ど
止
ま
っ
て
い
る
車

　
の
「
か
げ
」
か
ら
の
横
断
は
危
険

店
街
、
住
宅
地

た
記
念
に
、
自
ら
の
継
康
を
確
か
め

る
よ
い
機
会
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ま
た
。
結
婚
を
目
前
に
さ
れ
た

か
た
、
妊
娠
し
た
か
た
の
血
液
検
在

さ所は

いか　｀
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
保
健

市
立
岡
崎
病
院
を
ご
利
用
く
だ

　
　
血
液
検
査
受
診
日
時

▽
岡
崎
保
健
所
↓
毎
週
月
曜
日
・
水

　
曜
日
、
午
前
九
時
～
ト
‘
時

▽
巾
立
岡
崎
病
院
↓
毎
週
月
曜
‐
～

　
金
曜
‐
、
午
前
九
時
～
十
。
時
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昭和51年１月１日

会
期
　
昭
和
五
ト
ー
年
一

　
月
～
十
九
日
１
二
月
四

会
場
　
岡
崎
市
立
図
書
館

　
岡
崎
市
美
術
館

出
品
規
格
・
点
数
　
今
年

　
ｎ
ハ
ガ
キ
（
原
寸
大
の

　
用
紙
可
）
　
φ
点
数
制

　
限
な
し
　
φ
手
書
き
又

　
は
版
画
類
と
し
、
印
刷

　
物
は
除
く
　
小
自
作
、

　
他
作
（
送
ら
れ
て
き
た

　
賀
状
）
を
問
い
ま
せ
ん

応
募
締
め
切
り
　
昭
和
五

　
十
一
年
一
Ｈ
月
二
十
五
日

　
　
（
日
）

応
募
先
　
岡
崎
市
立
図
書

　
館
（
明
大
寺
町
字
茶
園

　
一
一
の
三
・
電
五
一
－

　
二
二
五
二

そ
の
他
　
φ
作
品
に
対
す

　
る
審
査
表
彰
は
、
い
っ

　
さ
い
行
い
ま
せ
ん

　
φ
応
募
作
品
に
つ
い
て

　
は
、
原
則
と
し
て
返
却

　
し
ま
せ
ん

だより

．
（
凶
㈲
圓
‥
）
．

★
読
書
会
　
〇
一
月
じ
‐
（
水
）

　
午
前
十
時
　
Ｏ
第
こ
閲
覧
案
　
Ｏ

　
テ
ー
マ
・
：
「
水
の
勲
卓
一
　
〇
指

　
導
…
杉
浦
時
秋
氏

★
子
ど
も
の
本
に
親
し
む
会
　
○
一

　
月
十
日
（
土
）
午
後
二
時
三
十
分

　
○
第
二
閲
覧
室
　
○
指
導
…
鈴
木

　
秋
男
氏

★
お
は
な
し
と
か
み
し
ば
い
の
会

　
〇
童
話
室
　
〇
午
後
三
時
三
十
分

　
○
一
月
八
日
（
木
）
　
・
二
十
二
日

　
（
木
）
　
・
二
十
九
日
（
木
）

★
一
月
中
の
休
館
日

　
０
定
期
休
館
‐
↓
一

)l

五

日
・
Ｉ

二
‐
・
ト
九
日
・
．
．
十
六
‐

Ｏ
国
民
の
祝
Ｈ
↓
一
‐
り
一
‐
・
ト

几
日
　
Ｏ
館
内
幣
理
休
館
Ｈ
↓
．

‥
‥
‥
三
ト
日
　
○
年
始
休
館
日
↓
一

ｊ
Ｓ
Ｓ
１

・
　
　
　
』
・

Ｊ
－
一
―

Ｈ
・
川
。
日

　
　
１

　
▼
一
‐
‥
六
‐
か
ら
開
館
い
た
し
ま

　
す
．
（
‥
㈲
㈲
ｔ
Ｕ
．

◇
岡
崎
市
内
小
中
学
校
書
き
ぞ
め
展

　
一
一
月
十
七
日
～
ニ
ト
日

　
・
書
道

◇
岡
崎
市
内
高
等
学
校
生
徒
美
術
奮

　
道
展

　
一
一
月
ニ
ト
三
日
一
二
十
し
日

　
一
書
道
・
絵
画

◇
岡
崎
市
内
小
中
学
校
造
形
展

　
一
二
月
七
日
～
十
一
日

　
・
沁
道
、
絵
画
、
工
芸
、
ｆ
芸
、

　
　
彫
塑
等

△
入
場
無
料

△
開
館
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
六
時

　
（
た
だ
し
、
市
内
商
校
生
徒
美
術

　
書
道
展
一
月
二
十
七
日
の
み
午
後

　
四
時
三
十
分
ま
で
）

苦
情
・
要
望

相

㎜

月
の
市
民
相
談
室

　
　
　
電
二
三
－
六
四
九
二

巾
や
ぶ
・
田
な
ど
の
行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
・
嬰
望
・
問
い

八
‐
わ
せ
は
、
毎
口
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

談
　
‐
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
お
気
帷
に
ご
相

　
　
談
く
だ
さ
い
。

時
　
間
　
外
　
苦
悄
・
Ⅲ
…
談
と
も
肉
ｍ
守
冊
電
話
へ
ど
う
ぞ
↓
電
二
三
－
六
四

　
　
　
　
　
　
几
ニ
特
別
相
談
日
の
ご
案
内

心
配
ご
と
・
人
権
相
談

　
日
　
時
　
一
‐
り
し
‐
．
午
後
一

　
　
　
　
　
～
川
時

困

ﾐﾐ

時

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
貝
（
伊
藤

　
　
　
　
義
郎
）
、
名
古
屋
法
務

　
　
　
　
局
岡
崎
支
励
職
只

り
ご
と
・
行
政
相
談

　
日
　
時
　
一
Ｈ
Ｈ
‥
し
日
・
二
十
一
Ｈ

　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

　
相
談
員
　
行
政
相
談
委
貝
（
加
藤

　
　
　
　
　
平
一
八
杉
浦
鉦
典
、
岩

　
　
　
　
　
附
善
吉
、
一
二
浦
爪
こ

法
律
相
鮫
（
予
約
制
）

　
日
　
時
　
一
Ｕ
六
日
・
十
二
日
・

　
　
　
　
　
十
几
日
・
二
十
六
日

　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

　
相
談
員
　
名
古
屋
弁
護
士
会
岡
崎

　
　
　
　
　
支
部
弁
駿
士

　
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
響
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

　
日
　
時
　
日
咄
祝
日
を
除
く
毎
日

　
　
　
　
　
午
前
八
時
一
．
一
十
分
～
午

　
　
　
　
　
後
五
時
（
土
曜
日
は
正

　
　
　
　
　
午
ま
で
）

　
相
鮫
員
　
岡
崎
市
交
通
事
故
相
談

住
宅
金
融
公
一

　
日
　
時

　
相
談
員

税
金
相
談

　
日
　
時

　
相
談
員

登
記
相
談

　
日
　
時

支住午一庫il

乙a　●　-a　-一皿●融
資
相
談

所宅後i･j

住金一八

ａ　-=･　●　．

日
・
二
十
三
日

時
～
川
時

融
公
庫
名
古
屋

宅
棚
談
貝

Ｌ
ｍ
‥
れ
‥
じ

一
Ｕ
八
日
、
午
後
一
時

白
　
　

一

　
相
談
員
　
司
法
轡
士
会
、
土
地
家

　
　
　
　
　
屋
調
在
十
会
岡
崎
支
部

　
　
　
　
　
会
貝

高
齢
者
職
業
相
談

　
日
　
時
　
日
曜
祝
日
を
除
く
毎
‐

　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午

　
　
　
　
　
後
五
時
（
土
昭
日
は
正

　
　
　
　
　
午
ま
で
）

　
相
談
員
　
高
齢
噺
職
業
相
談
貝

＊
市
民
相
談
室
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
を
入
り
左
側
で
す
。
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